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驚裂⑬騒 「瀞ん艦べ糧魁露つ騒幻 講箏ン腎 イアス夢汐 フ爽轟繋１１

健康と福 栓の祭 典“橿挫を高 める売 鼠のつどい２⑪⑳雪蜴をテーマに、橿 凶市 杜会 橿 挫 競議会 の 主催により篤２

３ 厨 かんなべ穂 挫まっ 刎 を行 います藺そこで、イベントや会 場の 設営 肯 付 けなどに、ご鑑力 いただける恭ラン

ティアを募集しています。事誠の打ち合わ童を行 へ 杜協の職貴茄役翻を分 撞し裏すので、どなたでも気軽に

参撫できる溝藪 です自

○藩 藪費 蒔 ① 前 賢 準 櫨 ； ９月２ 鯛 く土） 五３；３◎～ 蝸：Ｏ◎

②当 賢 ： 鯛 ２ 閑 （冒） 蟹：ＯＯ～ 蝸：３０

③その飽の冒 ： ８月 蝸 （月）～ 蝪 ２鯛 ζ鋤

牛 前 の 部 拠：⑫⑪～互豆：３◎ 牛 後 の 部 玉３；３◎～ 蝸：◎◎

○播藪揚所 ①前員準備と②当慶 → 橿山粛神返文化会館（福山帝神迦即州北王臓 玉）

③そ⑳絶の賢 → 福山商神返老人掻杜センター 鰯 山布神迦町湯野５卜 幻

○藩動内容 ① 前 賢 準 構 ： 各展示場所の設営構助、テント材の設営補助

②当 員 ： 屋殊ステー ヅ 展示・テント材 唯 験コーナ］の運営櫨助

テント村 のゴミ籍管 理補駒、小ホールの 運営 構助、
駆ビー ホワイエの運営補駒

○募集締切 ①敵冒準備と②当員 蝪 蝸 ζ金）

③その他の員 蝪壌顕く鋤

③事繭打合せ ①前冒準傭と②当冒 ９月 師 （轡） 炊 ⑪ｏ～ Ｈ：３⑪

橿 山 粛神逗 考人福 植センター（橿 出帝 神遜 町湯 野§３一雀）

③その飽の 冒 駿時 打ち合 わせをし裏す。

○そ ⑳ 飽 当冒ご協力 いただ１する方には、昼食 を主催者より準備します。

ご騒カい走熾オる方嫁、 擾幽繭社会擾披協竈会 裕逮事義所

混◎８４－９６３－３３６６ Ｆ蝋◎８ゑ一９６◎一◎◎８６へご違繕《崖奮い躰

～ある８⑳ブ鉋グ心 「蒲ランティア恕ン索 ｒ

修くの粛 民のみなさんに求ランティア藩動に参碗してい定だき牟いパここにくれば色序な祷擬秘得られて、自分添

やって み免い ボランティア港 動 のヒントがあっ たｌｊそん な風 にたくさん の 市 民 のみ なさん に 愚ってい走 だき定い、とい

う願いを込跨てｒボランティアセンター」に３人の専任砂職貴を醒置し、添ランティア溝動に欝する事業の強化をすすめ

て 軍３か肩 …由

おかげさまでたくさんの方湯湘 譲 に訪扱てい免紀き、その梱 談僚数は瞭年慶の扇じ時期と塗較しても、盈，５緒増麦

て島畦 す １訪扱る歳民 のみなさん茄気 軽に矯 報を鋳って爆ら耗るように、ボランティアセンターの入 口をぢょいとリ

ニュー アルしました邑

ボランティアセンタ ー に は、色 序 なところから、
定くさんの チラシ や 績 報 誌 か 送ら虹 てきます衙そして そ粗らを 自 歯

ビ

麗 覧 できるようになって いま す。
瞭 ランティアセ ンター一、 申 に入るに はちょっと勇 気 溶 いるな…」という人も、 入 口 でた

くさんの 構 報 を樗 て、ピッタリな 濫 動 に 出 会っ てく柘るとい いな田 でも、 泰ランティア センター ⑳ 申 には、
もっと素 敵な 艶

会い添あな淀を痔ってい裏すよ１遊ぴにきてく定さい松。（２０Ｇ§年 朋 閉 ）

に１ 整録球 ヲンティ
歩 し頚 そ うな 簿報 綴もこ のコメ ン トで解 凍で

ア グル ㎞プ による綴

ん、 こ ん な 楽 し そ う

ますよ１
ちにお無 ら董 して いき彪いです竈 →
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